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学校経営グランドデザイン ４月～3 月 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜教育ビジョン２０３０ 

「自ら学び、社会とつながり、ともに未来を創る人」 

知・徳・体・公・開 

多様性を尊重し、つながりを大切にした教育を推進します 

第４期横浜市教育振興基本計画（2022～2025） 

【学校教育目標】 

笑顔いっぱい みんなかがやく 北山田の子 
（知）：進んで学習に取り組み、互いの考えを伝え合う

ことで、自分の考えを深化させる子 

（徳）：思いやりの心をもち、自分も友達も大切にする

子 

（体）：よりよい生活習慣を身に付け、健やかに成長 

できる子 

（公）：まちとの関わりを大切にし、地域や社会のため

に他者と協働できる子 

（開）：自分を見つめ、他者を理解し、共に生きていこ

うとする子 

【教育課程全体で育成を目指す 

資質・能力】 

 
・交流し協働できる力 

・自ら考えて行動し課題解決する力 

・様々な情報を活用し選択する力 

・多様な価値観を理解する力 

【学校像】 

・子ども一人一人とともにあり、その子ら
しさを大切にできる学校にします。 

・家庭、地域と連携し、信頼と協力のある
学校にします。 

【教師像】 

・学校教育目標の実現に向けて、子ども一
人一人を大切に、全職員が学校をよりよ
くしようと力を発揮し、チームとして連
携・協働する教師を目指します 

カリキュラムマネジメント 

9 年間で育てる子ども像【東山田中ブロック】 

自分を高め、互いを認め合い、人とつながる児童生徒 

■年間指導計画に沿った指導 

・学校評価に基づいた教育活
動の見直し 

■各プランの確実な取組 

・学力向上アクションプラン 

・豊かな心の育成推進プラン 

・健やかな体の育成プラン 

■チーム学年経営 

・一部教科分担制 

・コース別学習 

・学力向上（授業改善） 

・丁寧な児童支援 

（児童支援専任・チームマネ
ージャー・特別支援 Co） 

・働き方改革 

■ICT活用 

・ICT機器を活用した学習 

※その子に合った学び方の 
ツールとして 

※自分の考えを表現したり、
伝えたりするためのツール
として 

・プログラミングの授業 

■多様なニーズに応じた教育 

・特別支援教育 

・個別の教育支援計画・個別
の指導計画 

■いじめの防止・早期解決 

・児童アンケートの実施 

■保護者・地域連携 

・学校評価 

・東山田中学校ブロック運営
協議会 

フレンドチーム 

（全校縦割り班活動） 

 

 

■全校縦割りグループでの 
年間通した活動 

 
「ありがとう」と言える、言わ
れる経験 

・１年生を迎える会 

・全校遠足・体力テスト 

・運動会 

・６年生を送る会 

＜児童会テーマ＞ 

■北山田パフェ 

〇認め合い 〇自分から 

〇努力 〇チームワーク 

 

 

 

児童会活動 

安心感を育む 

＜いじめを許さない＞ 
◆いじめ予防週間（5・11月） 

 
〇学校生活アンケートの 
実施 
※YPアセスメントによる 
集団分析 
 

〇いじめ予防授業の実施 
 
〇ミニ面談の実施 
 
＜子どもの思いに寄り添う＞ 
 
〇チーム学年経営の推進 
・教科分担制・チームマネ 
ージャーの配置 

 
〇児童支援専任・特別支援 
コーディネーターの配置 

 

居心地のよい学校づくり 


